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１．はじめに

　福井県勝山市に生息するゲンジボタル

は，これまでの遺伝的研究によって，西

日本型に属すると考えられている（日和

ら，2007，2010）．しかしながら，その

発光パターンについては，これまで詳し

く調査されていない．2014 年に勝山市で

第 47回全国ホタル研究会が開催された．

本稿では，その時に調べた本種の発光パ

ターンを検討し，その明滅周期を長野県

辰野町松尾峡におけるそれと比較したの

で報告する．

２．調査方法

　調査場所は，福井県勝山市の中部中学

校の南側を流れる浄土寺川である．調査

日時は 2014 年 6 月 21 日 21 時

か ら 22 時 ， 気 温 24. 5℃ だ

っ た．井口（ 2012 ， 2014 ）

と 同 様 に ， 2 個体以上のゲ

ンジボタルが，同 時 明 滅 し

な が ら ゆ っ く り 飛 翔 （ 浮 遊

飛 翔 ， hovering ） している

時 ， そ の う ち の 雄 1 個 体 に

注目しビデオカメラ（ SONY ， 

Handycam  HDR-CX535 ， 撮 影

速 度 30 フ レ ー ム / 秒 ） で 撮

影した．

　各 フ レ ー ム に 撮 影 さ れ た

ゲンジボタルの発光器官の光度を，光度

変化測定用ソフト Limovie で計測し，そ

の時間的変化を調べた．発光光度の変化

グラフは，統計解析ソフト Rのスプライ

ン関数によって平滑化された．

　ビデオ撮影とは別に，ストップウォッ

チでも明滅周期を計測し，ビデオ解析の

結果と比較した．

　このようにして得られた勝山市におけ

るゲンジボタルの明滅周期を， 辰野町松

尾峡で 1994-1995 年に得られた Iguchi 

(2002)のそれと比較した．

３．結果および考察

　図１に，勝山市で得られたゲンジボタ

ル成虫の相対光度の時間的変化を示す．
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図 1．福井県勝山市のゲンジボタルの発光パターン
をビデオ解析した結果



ほぼ 2秒間隔（平均 1.7 秒）の明滅

周期となり，西日本型という結果を

支持する。ストップウォッチ計測で

も平均 1.8 秒（n = 13）となり，ビ

デオ解析の結果とほぼ同じであった．

これは，目視による計測でも，研究

上，十分に正確な測定値が得られる

ことを示している．

　図２は，松尾峡における気温とゲ

ンジボタル明滅周期の関係を示した

ものであり，そのグラフに今回のビ

デオ結果をプロットした．松尾峡の

ゲンジボタルは，北陸地域と同じ遺

伝子タイプを持つ滋賀県の集団から

移入された，いわゆる国内外来種で

あり（井口，2003; Iguchi, 2009）， そ

の明滅周期も詳しく調べられている（Iguchi, 

2002;  井口，2006）．回帰分析の結

果，勝山市における明滅周期は，松尾峡

と有意な差は無かった（p = 0.15）．こ

のことは，気温と明滅周期の関係を調べ

ることにより，遺伝学的研究と同様に，

ゲンジボタルの地域個体群の特徴を明ら

かに出来ることを示唆している．
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図2．辰野町松尾峡と勝山市におけるゲンジ
ボタルの明滅周期と気温の関係


